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現在、延岡市は人口約12万 7千人の宮崎県北の中核都市として、県内随一、東九州地域において

も有数の工業集積地となっています。一方では豊かな自然や歴史・文化等を併せ持ち、これらが調

和した都市です。近年は産業の停滞 。人口の減少が市の抱える大きな課題となっています。

しかし、平成 6年の地方拠点都市指定を契機に、延岡市を中心とした県北地域は大きく変化しつ

つあります。県北振興の大きなネックとなっていた道路問題も、国道10号延岡道路の着手、東九州

自動車道西都～延岡間の整備路線格上げ、さらに昨年末の西都～都農間の施工命令と着実に進展し

ています。念願だった 4年制大学も、平成11年開学に向けて前進しています。

こうした地域振興を背景に、本市は昨年「第 4次長期総合計画」を策定しました。この計画は、

今以上に個性的で豊かな延岡の再生と創造―リフレッシュのべおか―を、これからのまちづくりの

基本的方向としながら、将来の都市像として「共に輝き創る交流拠点都市―のべおか―」を掲げ、

「交流ネットワーク都市」の実現など 6つ の基本目標を設定しています。

このように、まちづくりへの機運が高まるとともに、大規模な公共事業や民間開発が増加 してい

ます。市教育委員会では、開発事業に際して埋蔵文化財の確認調査等を実施しており、本書はその

報告書であります。

本書が埋蔵文化財への理解を深める一助になることを願うとともに、研究資料としてご活用いた

だければ幸いです。

最後になりますが、発掘調査にあたり県文化課をはじめ地権者の方々などの御協力を得ました。

記して感謝いたします。

平成10年 3月 31日

延岡市教育委員会

教育長 牧 野 哲 久



本書は、延岡市教育委員会が国・県補助を受けて、平成 9年度に実施
した市内遺跡発掘調査報告書である。
本年度は、竹下遺跡、浜 ノ山遺跡、松尾城跡 (第 1次 )、 日の出町遺

跡、肥登遺跡 (第 2次 )、 樫山遺跡、延岡城第14次 (牧 水広場)、 延岡
城第 15次 (林 友寮)、 上多々良遺跡の発掘調査を実施 した。

本書に使用 した遺構・遺物の実測、 トレース、図面作製については、
山田 聡、尾方農一、高浦 哲、甲斐千恵美、甲斐智子、敷石サヨ子、
野脇信子、船石涼代、山本敬子があたった。

現場での写真撮影は各担当者があたり、遺物の写真撮影は尾方、高浦
があたった。

上多々良遺跡の自然化学分析は、仰古環境研究所に依頼 した。
方位は磁北を向いている。また本書に使用 した レベルは、すべて海抜

高である。
出土遺物は内藤記念館で保管 しており、今後展示公開の予定である。

Fig.1延岡市位置図
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第 はじめに

lBは じ め に

延岡市は、宮崎県の北部に位置し、東経131度 32分45秒～131度50分20秒、北緯32度43分32秒～

32度 29分■秒の間にあり、面積は238.77平方キロメー トルである。人口は約12万 7千人で宮崎県北

の中核都市であり、県下最大の工業集積地となっている。また、一方では「内藤家伝来の能面展」

や、本年10月 に開催 した「天下一薪能」等により文化的都市というイメージが定着 してきている。

現在、延岡市では「 リフレッシュのべおか」=今以上に個性的で豊かな延岡の再生と創造を合言

葉に、都市の活性化を推進させることを目的とした事業を展開している。都市基盤整備を重点的に

進め、さらに「宮崎県北部地方拠点都市地域」の指定や「一般国道10号延岡道路」の都市計画決定

を受け、それらの関連事業が動きだしている。念願だった 4年制大学も、平成11年の開学に向けて

前進 している。

こういった状況の中で、公共・民間を問わず開発事業が増加 し、それに伴い埋蔵文化財の調査数

も増大 している。同時に開発事業と文化財保護との関係が問題になりつつある。

今年度の調査は公共事業に伴 う調査が主であり、これら開発事業と埋蔵文化財保護との調整資料

を得るために確認調査を実施 した。

本年度の市内遺跡発掘調査は、下記の 9個所で実施 した。また、昨年度末に調査 した、飯島遺跡

(第 2次)を巻頭に報告 し、赤木遺跡 (第 3次)は本調査を行ったため、別巻にて報告する。

平成 9年度市内遺跡発掘調査一覧表

立早
Ｔ

上

遺 跡  名 所在地 (延岡市) 調 査 原 因 調査面積 調 査 期 間

飯島遺跡 (第 2次 ) 野田町字飯島 区画整理 65   れ汗 平成 9年 3月 17日～ 24日

竹下遺跡 浜町辛暦 大規模店舗建設 15。 1ポ 平成 9年 4月 9日～ 11日

浜ノ山遺跡 緑ヶ丘字浜ノ山 国家公務員住宅建設 12.8ポ 平成 9年 4月 16日

松尾城跡 松山町字松山 急傾斜工事 16.9ポ 平成 9年 5月 30日～ 6月 20日

日の出町遺跡 日の出町字日の出 ビブ明藍設 8   nf 平成 9年 7月 31日～ 8月 1日

肥登遺跡 (第 2次) 勁 嘲 I隆 宅地造成 3■ 7雷 平成 9年 10月 6日～ 20日

樫山遺跡 樫山町字樫山 都市計画街路工事 103.5ポ 平成 9年 10月 21日～ 11月 13日

延岡城第14次 (牧水広場) 延岡市字東本小路 公園整備 (植栽) 37.3∬ 平成9年 12月 8日～ 15日

延岡城第15次 (林友寮) 延岡市字
～

!ヽ路 急傾斜工事 14.3ポ 平成9年 12月 16日～ 19日

上多 良々遺跡 岡富町字上多 良々 区画整理事業 97   nド 平成 10年 1月 7日～ 2月 3日

第 1表



2日 調 査 の 組 織

1.飯 島遺 跡 (第

5.日 の 出 町遺跡

9.延 岡城 第 15次

調 査 主 体    延岡市教育委員会

教  育  長

文 化 課 長

文化課長補佐兼文化振興係長

文 化 財 係 長

庶 務 担 当    文 化 課 主 査

文 化 課 副 主 査

調 査 担 当      文化課主任主事

文 化 課 主 事

文 化 課 主 事

牧野 哲久

大石 孟

酒井 修平

渡辺 博吏

赤野 昭男

吉永 綾子

山田 聡

尾方 農一

高浦 哲

特 房ば調 査 員 宮崎大学教育学部助教授 柳沢 一男

発 掘 作 業 員      安藤登美子、小野愛子、甲斐カツキ、柏田キ トリ、久保利夫、

久保利男、酒井 巌、酒井キ ミ子、酒井清子、酒井正志、

武田ヨシ子、富永恵美子、林田裕子、明利政子、柳田イサ子、

柳田時子

資 料 整 理      甲斐千恵美、甲斐智子、敷石サヨ子、野脇信子、船石涼代、

山本敬子

発掘調査の事前協議等において、九州財務局宮崎財務事務所、宮崎県東臼杵農林振興局森林土木

課、延岡営林署、市土木課、同街路公園課、同区画整理課に御協力をいただいた。また土地所有者

の、株式会社ホームインプルーブメントひろせ、有限会社三晃建設の方々には、調査の過程におい

て便宜を図っていただいた。記 して感謝 します。

2次 ) 2.竹 下遺跡   3.浜 ノ山遺跡   4.松 尾城跡 (第 1次 )

6.肥 登遺跡 (第 2次 ) 7.樫 山遺跡   8.延 岡城第 14次 (牧 水広場 )

(林 友寮) 10,上 多 々良遺跡

Fig.2 平成 9年 度 発損調査遺跡分布図 (1/70,000)
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1・ 飯島遺跡 (第 2次 )

所 在 地

調査原因

調査期間

延岡市野田町 5981外
区画整理事業

970317ハΨ970324

(1)位置と環境

当遺跡は、延岡市街地から西方に約2.5 kmに ある

水田と畑地に広がる微高地に位置する。調査地の北

側と西側は五ケ瀬川に接 している。ここは、河川の

蛇行による堆積物で形成された地形にあたり、古 く

から洪水によって影響を受けた地域である。それを

裏付けるように平成 7年度の調査では、 5層 になる

河原石堆積層が検出されている。

また調査において、水田跡等の有無確認のため、

プラントオパール分析を実施 している。

優)調査の概要

平成 7年度の調査により、調査地周辺か ら少量な

が らプラントオポールが検出されている。この結果

から発掘調査は古代水田面の検出を目的とし、 トレ

ンチ調査法による確認調査を実施 した。調査は公有

地化が終了している 4個所について行った。

儒)検 出 遺 構

トレンチ 4か ら、現代の水田面が検出された。そ

の下層からは、河原石堆積が確認された。同様に ト

レンチ 1か らも、河原石が検出された。

(4)出 土 遺 物

遺物は出土 していない。

(5)ま  と め

今回の調査では、古代水田面の検出はできなかった。

また、プラントオパール分析も行わなかったため、詳

細なデータは得 られなかった。

しか し、平成 7年度の分析結果か ら水田址の存在が

考えられることか ら、区画整理事業を進めていくなか

で当地の埋蔵文化財の取扱について、十分な協議が必

要である。

3 飯島遺跡 (第 2次)位置図 0/15,000)

4 飯島遺跡 (第 2次)調査区配置図 (V10,000)
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飯島遺跡 (第 2次)調査風景



2.竹下遺跡

所 在 地

調査原因

調査期間

延岡市浜町 4783外
大規模店舗建設

970409-970411

(1)位置と環境

当遺跡は、市街地から南に約3.3 kmの地点に位置し、

日豊本線南延岡駅の東側に広がる、水田地帯の一角に

当たる。北および東には、沖田川の支流である浜川が

流れている。

調査地である浜町は、延岡藩主有馬直純が元禄年間

に、播州赤穂から5家族の製塩技術者を招いて、製塩

を行ったとされている。

彼)調査の概要

発掘調査は土層観察と遺構検出を目的とし、 トレ

ンチ調査法による確認調査を採用した。開発予定地

である水田に 3箇所の トレンチを設定し調査を行っ

た。

調査により近代の水田基盤層が検出されたが、近

世前の水田跡の検出はできなかった。また、 トレン

チ 3か ら河石が検出され、聞き取り調査から調査地

は、近 くを流れる浜川の旧河道であることが分かっ

た。

0検 出 遺 構

検出されていない。

(4)出 土 遺 物

遺物は出土していない。

トレンチ 3の約 lm下から河石を検出。

(5)ま  と め

今回の調査では、遺構、遺物は検出されなかった

が、河石の検出および、聞き取り調査から浜川の旧

河道を知ることができた。

有馬期より始められた製塩跡についても、裏付け

る資料は得られなかっが、今後の周辺地域での開発

には注意を要する。

調査面積  15.1∬
担 当 者  尾方 。高浦

処  置  調査後破壊

Fig.5 竹下遺跡位置図 (1/15,000)
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Fig.6 竹下遺跡調査区配置図 Q/2,500)

PL.2 竹下遺跡調査風景
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3.浜ノ山遺跡

所 在 地

調査原因

調査期間

延岡市緑ヶ丘 5丁 目4-1
国家公務員住宅建設

970416

(1)位置と環境

当遺跡は、市街地から南に約4.8 kmの地点に位置

し、沖田川の支流である浜川と、日向灘に挟まれた

海岸部に位置する。この周辺は、開発により造成さ

れた新開地で、現在住宅が立ち並んでいる。

調査地は以前、旭化成の社宅が建設されていた。

また近くには競馬場もあったが、今はその様子を伺

うことはできない。

似)調査の概要

発掘調査は土層観察と遺構検出を目的とし、 トレ

ンチ調査法による確認調査を採用した。開発予定地

に 5箇所の トレンチを設定 し調査を行った。

約60cmの客上が確認され、客土中から以前建設さ

れていた社宅の基礎跡が検出された。また、その埋

上の下から、良好な砂層が検出された。

0検 出 遺 構

検出されていない。

(4)出 土 遺 物

遺物は出上 していない。

(5)ま  と め

今回の調査では、遺構、遺物は検出されなかった

が、砂層の検出より当時の海岸部が調査地まで延び

ていたことを知ることができた。

延岡市に隣接する市町からは、同様な海岸部から

遺構、遺物が検出されており、今後海岸部での開発

には注意を要する。

調査面積  12.8∬
担 当 者  尾方・高浦

処  置  調査後破壊

Fi儀 7 浜ノ山遺跡位置図 (1/15,000)

Fig.8 浜ノ山遺跡調査区配詈岡 (1/2,500)

[5]
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4.日 の出町遺跡

所 在 地

調査原因

調査期間

延岡市 日の出町 2丁 目 6-12
ビル建設

970731ハΨ970801

(1)位置と環境

日の出町は、五ヶ瀬川北岸にある」R延岡駅の北

東部に位置する。本市は、太平洋戦争中の昭和20年

6月 29日 に米軍による空襲を受け、当地を含む市街

地の多くが焼失している。このため、市内各地で戦

災復興事業などによる区画整理事業が展開されてお

り、当該地域においても昭和37年から同48年度にか

けて市施工による区画整理事業が実施されている。

ヽ したがって、現状から旧地形を把握するようなこと

は殆ど不明であるが、終戦後の撮影された航空写真

によると一帯は水田や小河川がみられる。同町から

は、出土地不明であるが弥生時代終末～古墳時代初

頭の上器が出上した他、昭和50年代には南西に隣接

する幸町の建物建設に伴う掘削作業中において弥生

土器が出上したとの報告があり、一帯には埋没した

微高地があって弥生～古墳時代の集落などが存在し

ていたと考えられている。

12)調査の概要

調査地は、区画整理事業に伴う盛上が予想される

ことから、ユンボによるトレンチ調査を行った。地

表下約 lmま では、いわゆる石炭ガラや客上による

盛土層が認められ、その直下から旧水田面が確認さ

れた。この層は、昭和23年撮影の航空写真に見られ

たものに相当し、標高は約 2mを測る。その下層は

暗灰褐色粘質上があり、標高約 lmか ら下層は砂層

が検出され大量の湧水が認められた。さらに下層を

掘り下げたが河原石等の礫は検出されなかった。

儒)検 出 遺 構

検出されていない。

(4)出 土 遺 物

遺物は出土していない。

(5)ま  と め

今回は、埋蔵文化財は確認されなかったが、」R
延岡駅周辺地区における初調査としての実績や古環

境を検討する上でのデータが得られ、今後計画され

る駅周辺地区の再開発事業等と文化財保護行政との

調整資料としての活用が期待される。

調査面積  8∬
担 当 者  山田

処  置  調査後破壊

Fig.10 日の出町追跡調査区配置図 (1/1,000)

Fig.9日 の出町遺跡位置図 (1/15,000)



所 在 地

調査原因

調査期間

5。 松尾城跡 (第 1次 )

延岡市松山町1041番地外

緊急治山事業

970530ハV970620

(1)位置と環境

松尾城は、市街地から約 4 km程西側に位置する

標高54.5mの丘陵を中心に位置する。在地豪族の

上持氏が井上城 (古城町)、 西階城 (西階町)と

城を移り、その後文安元年 (1444)か ら3年かけ

て築城 したと伝えられる延岡地域最大の中世城郭

である。土持氏は、都於郡城 (西都市)に本拠を

構える日向最大の伊東氏との敵対関係にあったと

いわれ、伊東氏の勢力拡大に伴い五ヶ瀬川北岸に

松尾城を築いたものと考えられている。城の東側

には、古代の旧官道と考えられているルー トが南

北に延び、古 くから交通の要衡でもあった。曲輪

は、丘陵頂上部にある曲輪を最高位として東と北

にそれぞれ延びる尾根を中心につくられている。

現在、東側の曲輪には一部土取りが行われたり本

東寺が建っているが、全般的には堀切、竪堀、土

3200-■ ≧ 路

曲
4年こ

調査面積

担 当 者

処  置

16.9だ
山田

調査後一部保存

Fig.11 松尾城跡 (第 1次)位置図 (1/15,000)

ee∽

η認争

Fig.12 松尾城跡 (第 1次)調査区配置図 (1/600)
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塁などの施設は概ね残存 している。

12)調査の概要

平成 8年 2月 初旬、松尾城跡南西斜面において

急傾斜防災工事が行われているのを確認 し、早速

業者か ら工事状況を聴取 し、発注元の県東臼杵農

林振興局森林土木課、市農林課、県文化課、市教

育委員会との協議を行った。その中で、事業地周

辺は、松尾城跡として文化財保護法の「周知の埋

蔵文化財包蔵地」であること、土木工事等を行う

場合には文化財保護部局との事前協議が必要にな

ること、工事に当たっては文化財保護法第57条の

3第 1項に基づ く文化庁長官への文書が必要にな

る旨を通知 した。また、現計画では城郭の重要部

分である曲輪及び堀切遺構が滅失することか ら工

法の再検討を要請 した。これを受けて県東臼杵農

林振興局は工事を一時中断するとともに設計の見

直し作業を進め、後日再協議を行った。その結果、

斜面角を立ち上げ、アンカーエ法による曲輪部分

への影響を最小限に止めることが可能との結論が

出され、この工法で事業を進めることで合意 し、

一部影響を受ける曲輪部分について記録保存措置

を取ることとした。

調査は、まず地形測量を行い、そのデータに基

づいて トレンチを設定 した。予定地付近は、工事

のため既に伐採されており、曲輪 4箇所、堀切 1

箇所が容易に観察された。曲輪は、最近まで畑と

して利用されていたが、表面上の遺存状況は良好

であった。 しか し、地主などか ら過去の水害で曲

輪 1の一部を含む斜面崩落が起き、直下の小峰川

をせき止めたことがあるとの話を得た。そこで詳

細に地形確認を行ったところ、曲輪 1の南側は幅

約15mにわたってU字谷状の地形になっているの

が確認され、対岸にも平坦部が残っていたことか

ら曲輪 とが細長 く伸びていたことが判った。 1ト
レンチは、曲輪 1に設定 した。調査の結果、一部

斜面を削り平地を形成 していたことが確認され、

山側の地山面上層か らは、円礫を敷き詰めた遺構

がみられた。これは、平成 8年度実施の高鍋城跡

調査で確認された遺構と同様のものと推定され、

排水若 しくは暗渠遺構としての可能性が考えられる。 トレンチ 2は曲輪 2に設定 した。現在は曲輪

の端部にあたり、木柵等のピット群の存在が予想されるが、西側斜面には崩落跡が観察され本来の

端部ではなかった可能性 もある。調査の結果、表土から遺物が若干出上 した。第 2層は地山岩土混

じりの上壌で、土色の判別は非常に困難であったこともあリピット群は確認されなかったが、角礫

PL.5 松尾城跡 (第 1次)遠景

PL.6 松尾城跡 (第 1次)曲輪 1近景

PL.7 松尾城跡 (第 1次)調査風景

Ｏ
Ｏ



の配石遺構が検出され、その状況か ら礎石の根石

の可能性が考え られる。

儒)検出遺構

トレンチ 1では、地山面の上層に円礫を敷いた

暗渠状の配石遺構を確認。 トレンチ 2では、配石

遺構が検出された。

(4)出土遺物

第 1ト レンチか らは、配石遺構直上から鉄滓 (No.

8)が出上 した。第 2ト レンチからは、表土か ら

肥前磁器椀 (Na 3～ 5)が出上 した他、第 2層の

地山岩土混 じりの暗茶褐色粘質土か ら磨製石包丁

(Nα 7)、 磁器小皿 (Nα 2)、 用途不明の杓子状

の青銅製品 (Nα 6)、 土師器小皿 (Nα l)、 土錘

(Nα 9～ 12)が出上 した。

(5)ま とめ

今回は、松尾城における初調査であったが、面

的な調査ではなかったため詳細な検討はできない

が、測量調査によって曲輪群等の構造の一部を確

認することができたことは大きな成果である。ま

PL.8 松尾城跡 (第 1次)第 1ト レンチ検出状況

表土

茶褐色土

腐植土

暗黄色枯上

地 山粘上の崩落土

黒得色粘土

腐植化が進み

黄茶褐色結質土

地 山粘土 と茶褐色上の混合土

茶褐色土

曲輪造成後の旧表土で上層は斜面崩落上

暗茶褐色粘質土

粘性あり2～ 3セ ンチの小礫混 じる

明茶4B色結質土

やや明るく10～ 20セ ンチの豪混 じる

橙褐色結土

明るく描性がある

暗茶褐色粘質土

旧表土 遺物包含層

７

８

０

１０

9 4m

Fig.13 松尾城跡 (第 1次)第 1ト レンチ実測図 (1/60)

邊
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認することができたことは大きな成果である。また、従来の城跡範囲は国道218号線に面

した丘陵のみと考えられていたが、現在実施されている県内の中近世城館分布調査等によ

って、丘陵北側にあるTR高千穂鉄道によって分断される格好で、北側の丘陵筋にも続い

ていることが次第に判明しつつあり、その規模は県内でも有数のものになるとみられてお

り、今後の調査による全容の解明が期待される。

なお、今回の調査は、開発部局と文化財保護部局との、計画段階での事前調整が行われ

なかったことに起因するものであった。 したがって、既に実施されている事業のため、そ

の性格上抜本的な計画変更等は不可能であり、事前調整の重要性を痛感させ られる案件で

あった。今後進められる各種開発事業について、この教訓を生か し計画段階での事前協議

のルールづ くりを県文化課とも調整を図りなが ら早急に進める必要がある。

「
■1即
I―■■1子

♀      2P

Fig。 14 松尾城跡 (第 1次)第 2ト レンチ遺構平面図 (1/40)

牌

覇

Pと.9 松尾城跡 (第 1次)第 2ト レンチ 遺構検出状況
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所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積  37.7督
担 当 者  山田

処  置  調査後破壊

6.肥登遺跡 (第 2次 )

延岡市野地町 3丁 目3729-2外
宅地造成

970929ハV971020

(1)位置と環境

本遺跡は、延岡市野地町字岩崎、字肥登に所在

する。市街地から約1,6km程西方にある独立丘陵

上に位置し、南側約0.6kmに は浄土寺山古墳を中

心とした大貫古墳群 (国史跡南方古墳群)、 北西

約0.5 kmに は野地古墳群 (国史跡南方古墳群)の

丘陵を望むことができる。この丘陵は、中央部が

括れて東西に広がり西側に丘陵のピークがある地

形となっており、非常に眺望がよく小字名から肥

登=太陽が昇る神聖な場所として祭祀等の場に利

用されていたのではないかとも言われている。東

側丘陵は既に住宅地となっているが、以前は平坦

地が広がり、古墳時代の石人とも指摘されている

通称野地の石人と呼ばれる凝灰岩製の石塔をはじ

め、東端部には露出した横穴式石室の痕跡と考え

られているガンガン石と呼ばれる巨石群の存在など周辺遺跡との性格の違いが注目される。今回

調査予定の西側丘陵は、古 くから野地町の共同墓地として利用され、現在は常楽寺によって管理

されている。地元では経塚山と呼ばれており、おそらく墓地造成の際に経塚が確認されたのかも

しれないが詳細は不明である。丘陵の北側及び西側は、昭和37年の宮崎県立延岡西高等学校造成

において削平され、その際石塔を残った丘陵地に無造作に移されている。このため調査予定地に

9           20m

Fig.17 肥登遺跡 (第 2次)調査区配置図 (1/600)

Fig.16 肥登遺跡 (第 2次)位置図 (1/15,000)
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は無数の石塔がみられるがその多くが倒壊

したり寄せ墓になっているため、年代が判

定できるものは数10基程度である。また、

伝承によると、削平で残った斜面から古墳

時代の石棺が検出されたとされるが現在は

不明である。昨年度に実施した 1次調査で

は、括れ部分を中心に行ったが、戦後を中

心に行われた畑造成のため遺構等は検出さ

れていない。

12)調査の概要

調査は、昨年度に実施 した確認調査に引

き続き、西側丘陵の対象地で石塔群の影響

が少ない平坦部を選定 しトレンチ方式で実

施 した。 1ト レンチは、丘陵の北側尾根筋

の石塔群が林立する中に設定 した。調査の

結果、地表面では石塔は確認されなかった

が、土葬を示す深い落ち込みが検出され、

廃棄された石塔の一部や埋葬銭が出土 した。

また、土層観察から度重なる墓地利用のた

め殆ど攪乱を受けた状況にあり、プライマ

リーな状況で残っていないことが判った。

2ト レンチは、丘陵尾根か らやや西側に傾

斜する緩斜面上に設定 した。調査の結果、

竹根が多 く張っていたため土層観察は不可

能であったが、本丘陵で初めて旧石器時代

Fig.18 肥登遺跡 (第 2次)出土古銭拓影図

PL.11 肥登遺跡 (第 2次)出土古銭

0               4m

トレンチ実測図 (1/80)

『

∞

¨
』
』

磯

∞

E登遺騎 1ト レンテ

2 明泰褐色上

近代の盛上 近代の電切混 じる

粒子が細小 くサラサラしている

4 暗茶将色上

Fig.19肥登遺跡 (第 2次)第 1
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の遺物が出土 した。このため、隣接する平

坦部に新たに 3ト レンチを設定 したが、表

土から若千の陶磁器が出土するのみで、他

の遺物等は検出されなかった。この他、常

楽寺の住職などの聞き取 り調査で、以前は

祠が存在 していたことが分かり、その地点

の確認を行った。その結果、祠本体は確認

されなかったが、周辺から破棄された昭和

時代の瓦片や、祠に奉納されたとみられる

穴が空いた軽石、古銭が検出された。さら

に、調査対象地一帯か らは、殆どが倒壊 し

たり埋没 していたが、寄せ墓を含めて約 3

00基以上の石塔が確認され、その一部に

ついて年代等の確認調査を実施した。

13)検出遺構

1ト レンチにおいて、近世墓 2基を確認

した。

(4)出土遺物

1ト レンチか らは、近世墓から一部腐食

による判別困難のものもみられるが寛永通

費 6点がまとまって出上 した。 2ト レンチ

からは、表土から土師器片 5点、表土直下

から、プライマリーな状況とはいえないが

旧石器時代の崇1片 1点、使用痕のある崇1片

1点の何れも流紋岩製が出土。 3ト レンチ

からは、近世～近代の陶磁器片 5点出土。

祠跡か らは、寛永通費 2点出土。この他、

表採資料として近世の土師器片 15点、軽

石が出土 した。

(5)ま とめ

今回は、昨年に引き続 く2カ 年事業の調

査として成果が期待されたが、予想以上に

長期の墓地利用による攪乱があることが判

り、今後の調査方法の検討課題となった。

また、市内で確認されている石塔群の中で

も有数の大型板碑 (1,2)が確認されたこと

は、本地域における主要な墓地で且つ有力

者がいたことを裏付けるもので、今後の墓

碑内容等の解明が進めば、内藤家文書に代

表される近世文書との照合が可能になり、

地域史の解明につながっていくものとして

期待される。

p      ._   21m

Fig.20 肥登遺跡 (第 2次 ) 第 2ト レンチ実測図 (1/60)
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Fig.21 肥登遺跡 (第 2次)出土遺物実測図 (1/20)
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Fig.22 肥登遺跡 (第 2次 )第 3ト レンチ実測図 (1/80)

Oは梵字

番号 種類 紀 年 銘 西暦 碑 銘 俗  名  等

l 板 碑 明暦元年十一月十日 烏 月園斤E秋禅定門 孝子敬白

2 板碑 寛文九年五月六日 馬 常清禅定門也

3 板 碑 元禄七年八月廿三日 法名 周悦道令

3 板碑 元禄十四年十二月廿六日 法名 繹尼妙頓

4 板 碑 宝永七歳九月十二日 繹 甲斐氏玄閑正定衆位

5 板碑 享保七年八月十二日 法名 癬浄蓮正定位 甲斐野右衛門

6 板碑 元文二年九月十一日 737 ○ 玄了信士位

7 板碑 寛保二天正月二日 742 ○ 妙桂信女位

板碑 寛保三年六月十六 日 743 ○ 嬰室珠路信女位 佐藤喜二郎 母

地蔵 享禄元天十月廿六日 幻霜童女幽回

10 板碑 寛延二年九月廿九日 蹄 清林信士之位 俗名 半七

l 板碑 寛延四天七月二十九日 不眠定了信士 俗名 佐藤谷助

板碑 宝暦五天六月甘六日 755 夏屋妙善信女霊位

板碑 明示□三年十一月廿四日 元 一霜妙心個女

板碑 明和四年八月廿二日 767 玉月秋国信女位 甲斐吉之助 妻

14 板碑 天明四天四月八日 空 夏雲壽清信士 俗名 佐藤直助

板 碑 寛政元年十二月十二日 世寡貞童子位

板碑 寛政二年五月廿二日 本目妙俸明清信士 平蔵 父

7 板碑 寛政三天六月十五日 法名 繹尼妙念不退 芳村秀甫妻 よし墓

板碑 寛政三歳十一月十日 錦元宗壽智源大姉 佐藤杏太夫 母

9 板碑 寛政四天五月十二日 錦木首相了貫信士

板 碑 寛政十二天二月廿八日 蹄元春峯智月信女 佐藤忠太平 佐藤喜三良 妻

21 板 碑 文化四天十一月一日 早世松月禅童子

22 板碑 文化五天二月十六日 法名 繹子国桑不退位 繹尼妙園不退位 芳村秀甫 秀甫妻

23 板碑 文政九年四月五日 壽屋貞真碑女 佐藤忠太平忠綱 妻 行年七十歳

板 碑 天保十年二月二十四日 儀 翁了道居士 佐藤忠太平 行年八十二歳

板碑 天保十四年旧九年十九口 早世秋露童子 廣治 子

26 板碑 弘化二天九月廿六日 繹 観ス不退位 徳治子 浅吉

27 板 碑 嘉永四暦正月廿日 南無阿輛陀佛霊 六人の霊 甲斐辰二郎建立

板碑 安政三天二月二日 安室妙参大姉位 佐藤廣治妻 行年二十五歳

板 碑 文久元年九月廿二日 金琥澤浄證不退位 佐藤廣吉 芳村 父 喜市郎事 行年六拾七才

板碑 文久元年十一月十二日 法名繹尼妙鏡信 芳村幸四郎 妻だし

第 2表  肥 登遺 跡 (2次 )石 塔 群 一 覧表 (抜 粋 )
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7.樫山遺跡

所 在 地

調査原因

調査期間

延岡市樫山町 7605-3外
都市計画街路工事

971021-971113

積

者

置

節
当

調

担

処

103.5∬
山田

調査後破壊

(1)位置と環境

樫山町は、市街地北部を流れる祝子川北岸に位置

し、背後には独立丘陵状の樫山丘陵 (標高約59m)

が存在し、丘陵の北東側には県北最大の前方後円墳

である菅原神社古墳 (県指定延岡古墳群第22号墳・

墳長約110m以上)が立地する。この丘陵は、ほぼ

南々東から北々西方面に延び、丘陵北部には括れ部

があって、南西から北東に延びる谷状の地形が存在

し、それを境として南側の南丘陵、さらに北々西に

延びる北丘陵に分けることができる。これらの尾根

筋には、古墳時代前期末～ 6世紀代の古墳群 (樫山

古墳群)が営まれ、大正14年・ 昭和25年・昭和45年

の 3回にわたる発掘調査が実施されている。北丘陵

には、前方後円墳 1基、円墳 5基 (こ の中には県史

跡延岡古墳群第18号墳 《七曲古墳》を含むが、団地

造成により消滅)が確認され、主体部は粘土榔、土

媛が検出されている。一方、南丘陵には、前方後円

墳 1基 (県史跡延岡古墳群第19号墳で現在は円墳状

に残存)、 円墳 7基が確認され、なかでも、円墳と

されるA号墳は、主体部に竪穴式石室を有し、内行

花文鏡をはじめ、小札鋲留型衝角付冑、短甲、勾玉、

管玉、小玉、直刀、鉄鏃が副葬されており、他の古

墳は箱式石棺、土墳 (短辺側に各々緑泥片岩を立て

る)であることから、古墳群内でも傑出しているこ

とが注目される。この他、北丘陵の北側には琴塚

(県史跡延岡古墳群第10号)と呼ばれる小丘陵があ

り、緑泥片岩製の箱式石棺 6基が確認され、直刀、

鉄鏃、勾玉、丸玉、小玉、須恵器などが出上してい

る。また、丘陵縁辺部からは、横穴墓 (県史跡延岡

古墳群第7～9.11号墳)が検出されるなど、本地区の墳墓群はバラエティに富んだ埋葬形態が見受

けられる。

本遺跡が立地する南丘陵は、昭和40年代の宅地開発事業によって主要部が削平を受けているも

のの、尾根の一部に上水道の配水池が 2カ 所ある以外は概ね自然地形が残っている。本遺跡は、

当丘陵から西側に派生する尾根筋先端部の標高約10mの地点に立地し、西側の眼下には祝子川に

よって形成された平野部を一望することができ、北東に隣接して県史跡延岡古墳群第19号墳が存

在する。

このようなことから、街路公園課との道路設計協議において本地区の重要性や県指定史跡の保

護の観点の理解を求め、出来るだけ丘陵部分の削平を少なくすることとし、やむを得ず削平を受

ける部分において市教委による発掘調査を実施することとなった。

Fig.23 樫山遺跡位置図 (1/15,000)

PL.12 樫山遺跡遠景
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(2)調査の概要

調査は、開墾により造成された平坦部に 3カ 所

(1・ 4・ 5ト レンチ)と 、自然地形が残る丘陵斜

面の箱式石棺 1基 と 2カ 所 (2・ 3ト レンチ)を設

定して行った。調査の結果、 1ト レンチは、山側の

約 2/3か ら地山岩質上を検出し、大半が開墾によ

る地山削平面であることが確認された。 4ト レンチ

は、旧表土面は削平を受けていたがその下層は緩や

かな土層の堆積状況となっており、遺物包含層が確

認され、弥生後期～古墳初頭の上器類を検出したほ

かピット群が確認された。 5ト レンチは、旧表土面

Fig。 24 樫山遺跡調査区配置図 (1/400)

PL.13 樫山遺跡調査区近景
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が一部残っており、石鏃 2点が検出されたほか、 4ト レンチと同層の遺物包含層が確認された。

2ト レンチは、表土除去後、地山粘質上の互層が確認され 1掘 り方は明瞭ではなかったものの僅

かに楕円形状になる土壊を検出し、埋上の周辺部から管玉 1点が出上 した。す ぐ北東隣接地から

は、ほぼ南北方向に向いた箱式石棺 1基を検出した。これは、調査前か ら一部露出していたもの

で、石材は緑泥片岩を使用し良好に残存 しているように思われたが、検出された板石の西側がほ

ぼ直線状に並んでいることから、開墾の際に蓋石と西側の側石が外され、その影響で東側の側石

が内側に倒れ込んでいる状態ではないかと推察される。なお、共伴遺物は全 く見受けられなかっ

た。設定 した表土直下か ら4・ 5ト レンチと同層とみられる遺物包含層が確認され、弥生土器や

土師器の破片が多 く検出され、地山岩質土面において溝状遺構や ピット群が確認された。

儒)検出遺構

箱式石棺を 1基確認 した他、 2ト レンチか ら土壊 1基を検出した。 304・ 5ト レンチか らは、

ピット群、 3ト レンチからは溝状遺構を併せて検出した。

(4)出 土遺物

2・ 3・ 4・ 5ト レンチから遺物包合層を検出し、弥生後期～古墳初頭の上器類 (Fig31.Fig

32に一括資料として掲載)が出上 した他、旧表土より縄文早期の石鏃 2点 (Fig31.No,11～ 12)

を検出した。また、 2ト レンチの上損付近から管玉 1点 (Fig32 No。 28)を検出した。

PL.14 樫山遺跡第 1ト レンチ遺構検出状況

暗泰脅色■

嗣と地ヽメatあ った窯屋造茂メHIの表土

泰褐色常質■

著予楷質があり、やや曰くしまる

責褐色岩■

地山のHIL奮■

Fig.25 樫山遺跡第 1ト レンチ実測図 (1/40)
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PL.15 樫山遺跡箱式石棺検出状況

1～ 2ω 黄白色岩■,多 く合む |

Fig26.樫 山遣跡箱式石棺実測図 (1/20)
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(5)ま とめ

今回の調査は、面積的に限定されるものであったが、管玉を伴う可能性がある土墳や、弥生

後期～古墳初頭にかけての遺物包含層が確認され、これまで未解明な点が多い樫山古墳群成立

以前の状況を垣間見ることができた。また、その遺物量から同地区には竪穴住居跡などの遺構

群の存在が考えられ、墳墓や集落が立地する丘陵として、当遺跡が立地する樫山丘陵の重要性

が改めて認識させ られる結果となったといえよう。

PL.16 樫山遺跡第 3ト レンチ 遺構検出状況

Fig.27 樫山遺跡第 3

0                        4m

トレンチ遺構平面図 (1/80)
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PL.17 樫山遺跡第 2ト レンチ土境検出状況
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Fig.28 樫山遺跡第 2ト レンチ土境実測図 (1/60)

L=16.000
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Fig.29 樫山遺跡第 4ト レンチ遺構平面図 (1/40)

③
①

⑤ ィ
イ

|

ヽ

可

|

ぎ
ひ

一

９

ロ

９

ｐ



PL.19 樫山遺跡第 5ト レンチ遺構検出状況

Fig.30 樫山遺跡第 6ト レンチ実測図 (1/60)
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Fig,31 樫山遺跡出土遺物実測図(1/3,2/3)
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8.延岡城第 14次 (牧水広場 )

所 在 地

調査原因

調査期間

(1)位置と環境

当遺跡は、県内を代表する近世城郭である延岡城

内の一角にあたる。延岡城は市の中心部に位置し、

五ケ瀬川・大瀬川を天然の外堀として、その中洲に

ある標高約53.4mの独立丘陵という天然の要害を選

んで築城されている。築城は当時の藩主高橋元種に

よって、1601年か ら3年かけて行われている。

調査地点は北大手門を登り、三ノ丸へ向かう途中

の、南から北へ延びる帯曲輪で、絵図史料からは建

物等の記載は確認できない。

現在は、郷上の歌人「若山牧水」の記念碑が建立

されており、牧水広場として親 しまれている。

延岡市東本小路 168
公園整備 (植栽 )

971208ハヤ971215

調査面積  37.3ポ
担 当 者  尾方・高浦

処  置   保 存

Fig.33 延岡城第14次 (牧水広場)位置図

(1/15,000)
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Fig.34 延岡城第 14次 (牧水広場)調査区配置図 (1/1,000)
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12)調 査の概要

発掘調査は土層観察と遺構検出を目的とし、 トレ

ンチ調査法による確認調査を採用した。植栽予定地

13箇所に、 トレンチを設定 し調査を行った。

トレンチ 1～ 10か ら、中近世の遺物包含層が検出さ

れ、瓦片、陶磁器片、土師器片の遺物が出上 している。

包含層の下からは、遺構面が検出されている。

トレンチ11～ 13か ら、地山が検出されたが、その他

の トレンチからは検出されなかった。このことから調

査地は、地山整形後埋上によって造成された曲輪であ

ることが確認できた。

俗)検 出 遺 構

排水溝跡 トレンチ 6よ り検出された。傘大程の

礫を並べた簡易的なもので、幅50cm、

深さ25cmを測る。遺構の全容について

は、植栽予定地外へ伸びていくため調

査を行っていない。

14)出 土 遺 物

瓦片295点、陶磁器片86点、土師器片36点、鉄釘

5点が出上 している。瓦片は殆どが平瓦であった。

(5)ま  と め

今回の調査により、調査地の曲輪には絵図に記載

のない遺構の存在が考えられる。

現在延岡城は、指定史跡に向け整備中であるため

植栽予定地外の調査は行っていない。今後の整備を

進めていくなかで、当地の発掘調査は必要であろう。

尚、整備 (植栽)は見送 られることとなった。

L=22 100

1層  褐 色 ±  2層  黄 褐 色 砂 岩 土 (整 地 層

3層  淡 黄 褐 色 ± 4層  暗 黄 掲 色 土

Fig.35 延岡城第14次 (牧水広場)",水溝実測 |

(1/1

PL.21 延岡城第14次 (牧水広場)〕1水溝

検出状浙

[28]



9.延岡城第 15次 (林友寮 )

所 在 地

調査原因

調査期間

(1)位置と環境

当遺跡は、県内を代表する近世城郭である延岡城

から西に派生する尾根上に位置する。以前は連続し

た丘陵だったことが伺えるが、現在は独立した丘陵

となっている。確認されている最も古い延岡城絵図

(1670～ 1683)か らも、独立した丘陵であることが

確認できる。

調査地点はこの丘陵の北端である。標高は約15。 5

mを測り、そこから西ノ丸を望める。絵図資料から

は建物等の記載は確認できない。

レ)調査の概要

発掘調査は工事予定地が狭いため、全面発掘調査

を行った。調査地は以前開墾しており、その痕跡が

確認できた。表土約15cm程掘り下げると、地山が検

出された。

一生蒸センター  寸
ミ教腎ゼン↑

夏iこヱ=ff
Fig.37 延岡城第15次 (林友寮)調査区配置図 (1/5,000)
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延岡市東本小路 198
急傾斜工事

971216ハV971219

調査面積  14.3ポ
担 当 者  尾方 。高浦

処  置  調査後破壊

Fig.36 延岡城第15次 (林友寮)位置図 (1/15,000)
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Fig.38 延岡城第15次 (林友寮)遺構平面図 (1/60)

0検 出 遺 構

柱  穴 調査により10個の柱穴が検出された。

建物等の復原については、調査面積が

狭いため、今後の調査に期待 したい。

14)出 土 遺 物

遺物は出土 していない。

(5)ま  と め

今回は調査区が非常に狭 く、また遺物 も出上 して

いないため、検出された柱穴の機能 。時期について

は不明確である。今後の周辺地域での調査に期待 し

たい。

また、調査地は現在進めている延岡城指定の範囲

内である。 しか し、台風19号 に伴 う大雨により地盤

が緩み、崩落の危険が確認され、崖下に民家がある

ことか ら緊急に調査を行い、記録保存という形を採

用 した。

PL.22 延岡城第15次 (林友寮)遠景

PL.23 延岡城第15次 (林友寮)

遺構検出状況
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上多々良遺跡

延岡市岡富町 951-2外
区画整理事業

980107-980203

(1)位置と環境

当遺跡は、延岡市街地から西方に約1.4 kmに位置する。ここは五ケ瀬川北岸に連なる、標高

約180mの岡富山から南に派生する舌状の丘陵と、その谷に広がる水田である。ここ岡富町は、

五ケ瀬川の氾濫による被害に悩まされてきた地である。

当遺跡から西に0.6 kmに は、伊勢ノ前古墳 (古川古墳)が所在 している。調査により阿蘇溶

結凝灰岩の石棺から、約19cmの 非常に大きな鉄鏃 4本 と短甲 (三角板革綴)の一部が出上 して

いる。岡富山の南には横穴墓の県史跡延岡古墳34号墳が所在 し、勾玉 2点が出上 している。ま

た、岡富山か ら北に延びる丘陵上には、平成 7年度に調査した上ノ坊古墳が所在 しており、調

査により直径約20m、 木棺を主体部とする円墳か ら三角板革綴短甲、鉄鏃、鉄剣、直刀の武具

および、鋤先、鉄鎌、やりがんなの農工具が数多 く出上 している。この他、上多々良箱式石棺

群、古川窯跡等の遺跡が点在 しており、古墳時代の遺跡が数多 く確認されている。

<

1 0.

所 在 地

調査原因

調査期間

は だ

タ
ー

調査面積

担 当 者

処  置

97

尾方 。

協

２ｍ

浦古同
議

「耐蠅
刊

スプ
ハ

舛
彰
獣

瀬

o                              600rn
■

ー
1.上多々良遺跡  2。 上多々良箱式石棺群  3.延 岡古墳34号墳  4.上 ノ坊古墳

5。 伊勢ノ前 (古川)古墳 6.赤迫遺跡  7.古 川窯跡

Fig.39 上多々良遺跡位置図および周辺遺跡分布図 (1/15,000)
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12)調 査の概要

発掘調査は低地に営まれている水田10箇所

と、丘陵尾根筋に 8箇所の トレンチを設定 し、

土層観察と遺構検出に主眼をおき実施 した。

また、窯跡調査のため、丘陵裾部を踏査した。

水田に設定 した トレンチのほとんどが、開

墾によりつ くられた水田であった。現地の聞

き取 り調査からも、これを裏付ける結果を得

た。 しか し、調査地に跨がる高千穂鉄道以南

に設定 した トレンチ 8か らは埋土は検出され

ず、良好な粘土層が検出され、土師器が 1点

出上 している。調査を行った 9箇所は、水田

跡等の確認のため、プラントオパール分析を

行った。

丘陵尾根筋に設定 した トレンチ 2～ 8か ら

は、遺構・遺物の検出はできなかった。 しか

し丘陵南端のマウンドに設定 した トレンチ 1

から、鉄剣が出土 した。 トレンチ拡張後、土

層、付近を精査 したところ、版築および堀り

込みが確認され、一部ベンガラが検出された。

丘陵裾部の踏査か らは、窯跡の確認はでき

なかった。

(3)検 出 遺 構

丘陵南端から、円墳 1基が確認された。

O        im

I IFl ツti    2局  'を も(白 ヒ枯Fi■   3脳  状ヒ協色■ (カ クラン)

1悩  rt出 色岩▼i枯上悟 f=～ 3 mlの ,白 レキをとすむ) 4M 48と H質だがlrレ キか少
't

51r A色 也Ь:そ ■  6用  状古tヨ ヒ枯費土 (05～ E●nの チ¬レ■をfⅢ む)

7 FH ,,(Ⅲ l Lj也 押す0■ (1～ あぃ!の llレ キをケ重に全む)

Eほ  1市 樹し|も 賃J:(世「 うiヽ‖うヽく、‖ヤ上が強い、‖」衣Jl)

→!| !∴ 貰格と二ゝ与11上 (li子 おヽ刊かくWi‖ :が強い)

Fig.41 上多々良遺跡主体部検出状況および土層断面図 (1

Fig.40 上多々良遺跡調査区配置図 (1/5,000)
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(4)出 土 遺 物

水田に設定 した トレンチ 8か ら、土師器 1点が出上 している。また確認された円墳から、鉄父1

が 1点出上 している。また、来年度調査予定地を踏査 したところ、須恵器片 1点の表採を得た。

1は土師器の台付き碗である。調整は内外面ともナデである。色調は淡灰白色を呈 し、焼成は

やや不良である。胎土は l mm程の砂粒を含む。

2は鉄剣である。一部木片が遺存 している。幅は 3 cmを測る。

3は須恵器の大甕である。外面に 3条の沈線および青海波、内面は円弧当て具痕を有す。内面

は風化が著しい。色調は外面が暗青灰褐色、内面は灰黄褐色を呈す。焼成、胎土とも良好である。

0                       10cHl

Fig.42 上多 良々追跡出土遺物実測図(1/3,2/3)

(5)ま  と め

今回確認された円墳の主体部は、規模、形状等か ら

木棺直葬である可能性が強い。また同様に、区画整理

事業が計画されている隣接の丘陵部においても、分布

調査により 8～ 9基のマウンドが確認されており、古

墳である可能性が考えられる。

このことから、五ケ瀬川下流域の古墳の分布、変遷

を解明する上で、非常に重要な遺跡であると考えられ

る。また、水田か ら遺物が出上 しており、プラントオ

パール分析の結果を云、まえ、丘陵部および水田につい

ては関係課所との十分な協議が必要である。

PL.25 上多々良遺跡出土遺物

PL.24 上多々良遺跡主体部検出状況
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所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村コード 遺跡コード 緯 東 経 調 査 期 間 調 査面積 調 査 原 因

飯最環ひ次)

延 岡市野 田町

字破旨
452033 4115 65ポ 区 画 整 理

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
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竹 下 遺 跡
延 岡市浜 町

字Tf 452033 15.1だ 杏壽蓬裟売

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 迫還 物 特 記 事 項
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無

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村コード 遺跡コード 緯 東 経 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因

浜 ノ山遺 跡
延 岡市緑 ヶ丘

字贋ゲ袖
452033

3 2
3 2
4 1

1997
0416 12.8 ∬ 目家公務員住宅建設

種 主 な 時 代 主 な 還 構 主 な 還 物 特 言己 事 項

散布地 縄 文 征
＾
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所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村コード 遺跡コード 緯 東 経 調 査期 間 調 査面積 調 査 原 因
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延 岡市 松 山町
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452033 4071

3 2
3 4
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16.9 ∬ 急傾斜工事
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城  郭 中 世 器磁
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所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村コいド 遺跡コード 緯 東 経 調査期 間 調 査面積 調 査 原 因

日の 出町遺跡
延 岡市 日の 出町

字ピあ出
452033 3007 ２

ｍ ビル建 設

種 主 な 時 代 主 な 還 構 主 な 注逗 物 特 事 項

散 布 地 弥 生 征
小

径
（

肥長舅り次)

延 岡市 野 地 町

字醒留
452033 4082外 37.7∬ 宅 地 造 成

種 主 な 時 代 な 運 構主 主 な 遺 物 特 事 項言己

散布地 古 墳 近 世 墓 陶 磁 器 、 古 銭 、 黒1片
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所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町付ヨード 遺跡コード 緯 東 経 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因

樫山遺跡
延岡市樫 山町

字継面
452033 2019

3 2
3 6
0 6

131
4 0
3 5

103.5∬
都房融里事

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 事 項

散布地 弥 生 ～ 古 墳 土壊墓 石鏃 、弥生土器、 管玉 県 史跡 隣接地

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村ヨード 遺跡コート 緯 東 経 調査期 間 調査面積 調 査 原 因

延受壌衆艦姿)

延 岡市 東本小路

字ギポ角`諾
452033 3018

1  3  1
3 9
5 3

37.3 だ 公只籍襲)

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 言己 事 項

城  郭 近 世 排水溝 羨雰器、瓦、陶磁器

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村コード 遺跡コード 緯 東 経 調査期 間 調査面積 調 査 原 因

延只探髪讐奔
延 岡市本小路

字紫ポ豫
452033 3018

3 2
3 4
3 8

14.3言 急傾斜工事

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 言己 事 項

城  郭 近 世 柱  穴 鉦
（

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村コード ド 緯 東 経 調 査期 間 調査面積 調 査 原 因

上多 々良遺 跡
延 岡市 岡富 町

字笙夢猪良
452033 3012外

1 3  1
3 9
3 6

97∬ 区 画 整 理

種 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 言己 事 項

散布地 古 墳 円墳 1基 土師器 、 須意器 、鉄剣
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